
＜輸出実績＞ 2015年（平成2７年）から輸出開始

【主な品目】 【主な輸出先】

◆ 代表者が京都府農林水産物・加工品
輸出促進協議会和牛部会の初代部会
長に就任し、「Kyoto Beef 雅」（京都産
和牛の輸出専用ブランド）の創設や商
標の取得、プロモーション等の活動に
中心的な役割を担い、京都産を含めた
和牛の普及をけん引。

◆ 各国のシェフに牛肉の部分肉のカッテ
ィング技術や調理法の指導、部位の特
徴や提供方法等の和牛に関する知識
を広めており、海外ではロースとヒレ以
外の需要量の少ない部位も順調に販
売を拡大し、効率的な輸出を実現。

◆ 牛肉とともに、すき焼きのタレやポン酢
等の調味料も輸出し、和牛を含めた日
本の食肉の食べ方を現地消費者へ紹
介し日本の食文化を広めている。

年度 輸出額

令和元年 ２億円

令和２年 ３億円

令和３年 ５億円

連絡先： ０７５－７６１－００２４

ウェブサイト： https://www.onishi-g.com/

畜産物
シンガポール、イタリア、マカオ

など計２１カ国・地域

株式会社銀閣寺大西
（京都府京都市）

活用した支援・施策： 「Kyoto Beef  雅」輸出拡大事業（平成２７年度～令和３年度）
畜産物輸出コンソーシアム推進対策事業（令和３年度）

近畿農政局輸出に取り組む優良事業者表彰

令和３年度 近畿農政局長賞

シンガポール店

ドイツの食品見本市
（アヌーガ）にて

京都産和牛のハムとサラミ
が現地（EU）で好評

和牛を通じて日本の食文化を海外へ発信


